
件名
一関地区広域行政組合
斎苑予約システム導入業務委託

納入場所
①岩手県一関市字釣山30番地１　釣山斎苑
②岩手県一関市千厩町千厩字東小田334番地２　千厩斎苑
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年月日

令和８年７月31日

№

1

2

3

4

5

（本業務の対象範囲）
入札決定後の要求水準確認の際、落札者の想定する機能と組
合の想定する機能に乖離があり、代替調整でも運用に支障をき
たすような項目があった際に、追加の費用を入札後に提案でき
るか。

機能水準の調整や変更は行うが、原則入札額の範囲内での調整するものとする。

（本業務の対象範囲）
代替調整でも組合の運用に支障をきたす可能性のある項目に
関しては、あらかじめ入札時に費用として見込む必要があります
か。

カスタマイズが必要な部分については、あらかじめ入札額に含み算定すること。

（システム設計・打合せ業務）
契約後の打合せはＷＥＢミーティング形式で実施してもよろしい
か。

ＷＥＢミーティング形式での打合せでも差し支えない。

質問回答書

質　問 回　答

（その他）
指定管理者との契約とあるが、入札の決定は初期費用の額で決定す
ることでよいか。

落札者の決定はシステム導入委託料の額で決定するが、システム使用・保守契約につい
ては別契約となる。
ただし、使用・保守料については、指定管理料の範囲内での契約となるため、入札後の
要求水準確認の際に、過去の使用・保守契約実績とランニングコストを比較し、著しく
乖離していないことを確認の上で落札者決定とする。

（一般競争入札執行）
入札予定価格を教示いただけるか。

入札予定価格は事前開示しない。
入札結果については、入札執行後に組合のホームページにて開示する。
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（再委託について）
再委託に際して、作業結果に伴いどのような報告資料の作成が必要
か。

再委託する場合は、委託先・委託金額・業務内容等を下請調書としてまとめ、事前に発
注者に提出し、発注者の承認を得ること。
下請け業者の業務責任は元請け業者が負い、下請け業者の作業結果についての報告は求
めない。

（その他）
「保守運用サポートに係る業務を含むシステム利用・保守料につい
ては別に指定管理者との契約を締結するもの。」とあるが、契約予
定価格を教示いただけるか。

システム利用・保守料については別に指定管理者との契約となるため、予定価格は開示
しない。

（説明会及び操作研修業務）
組合職員、指定管理者職員、葬祭業者への操作研修は、それぞれ何
回を見込めばよいか。

釣山斎苑・千厩斎苑の2施設で操作研修を実施することとし、葬祭業者研修と組合職員・
指定管理者研修の２組で時間を変えて実施とする。
（葬祭業者研修１回/施設＋職員研修１回/施設）×２施設、計４回

（予約対象となる火葬等予約種別）
「種別ごとの入力項目については、「予約システム機能要件一
覧」の記載項目とし、設定打合せにて追加・変更できるものとす
る。」とあるが、稼働以降に運用が変更となり、項目の追加・変
更・削除が発生した場合も、追加費用なく変更できる認識でよろ
しいか。

本契約における機能要件の追加・変更の範囲は導入に関する範囲内とし、不具合是正に
よる場合は追加費用なく調整対応するものとする。
ただし、運用開始後に、不具合によるものではなく、組合の都合により新たなカスタマ
イズの必要が生じた際は、本契約には含まず改修費用を別途見積りいただくものとす
る。

（アクセスログ出力）
「ログには、アクセス日時、アクセス元IPアドレス、アクセス内
容、ログイン時のIDなど記録すること。」とあるが、記載のログを
システム上から容易に確認できる認識でよいか。

表示の仕方や内容について打合せ時に詳細を確定するが、アクセスログを確認できるよ
うにすること。
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（職員向け機能　マスタ管理・権限管理）
「権限ごとに、予約の登録、変更の、取消時の自動FAX送信先
を設定できること。」とあるが、FAX送信機能は不要でよいか。

FAX自動送信機能については、必須ではないので機能調整の際に不要としても差し支えな
い。

（機能要件一覧表　№17）
「小動物火葬予約」については、誰が予約することを想定している
か。
個人でログイン認証なしで受付するのか、職員が電話で受付して登
録するのか。

通常の人体火葬等は葬祭業者のログイン受付、それ以外は申請者が電話で斎苑に申し込
みし、指定管理者のログイン受付とする。
葬祭業者のIDは人体火葬等の予約のみに権限制限し、指定管理者及び組合職員のIDは人
体火葬等以外を含むすべての予約の権限を付与する。

（機能要件一覧表　№212）
氏名の異体字（外字）について、備考に別途外字説明入力できるこ
と。帳票に備考項目が出力されること。とあるが具体的にどのよう
なことか。

異体字の表示の例
　①菅原：菅の草冠が「+ +」、②佐藤：佐の「工」が「ヱ」
　③岩渕：渕がサンズイに「ノ」+「米」+「J」、
　④横山：横の「黄」のうえが「廿」+「一」、
　⑤栄一：栄が旧体字「榮」　など
異体字の特徴を備考に登録できるよう３０字程度の入力スペースと印刷枠を想定する。

（職員向け機能　予約情報のコピー）
「取消済みの予約内容をコピーする。予約内容を新規予約に登録で
きること。」について、コピー利用したい想定事例を確認したい。

誤って削除した登録データの復元や、違う時間帯への修正予約を行う際を想定してい
る。
ただし、入力操作の簡略化を目的としたもので、必須ではないので機能調整の際に不要
としても差し支えない。

（その他）
過去データの移行は、本調達には含まれていない認識でよいか。

過去データは帳票管理のため、帳票データをシステムにデータ取り込みしないものとす
る。
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(その他）
他システムとのデータ連携について、構成市町の住民基本台帳シス
テムや会計システムなどとのデータ連携（API連携やCSVファイルに
よる連携など）を求める要件はあるか。

他システムとのデータ連携を求める要件はない。
ただし、当該システムで登録したデータの一部をCSV形式で抽出できることとしている。

（その他）
委託先の決定において最も重視される点を教示してほしい。

予定価格内での入札額の結果に基づき、機能要件の確認と保守・使用料等の額を確認し
た上で落札者を決定する。

4/4


